
2025年 プログラム近況報告
ネパール　西ドティ地域開発プログラム
温かいご支援をありがとうございます

チャイルド・スポンサーの皆さまに、心

から感謝いたします。皆さまのご支援に

よって、子どもたちは安全な環境で育

ち、読み書きの能力も向上していま

す。子どもたちの健やかな成長を育む取

り組みが進められています。

チェトラジ・バットライ
西ドティ
地域開発プログラムマネージャー

ご支援によって、チャイルドや地域の人々に

100%
子どもの保護に関する施設やサービスの

100%で改善が見られました。より多くの

子どもたちが暴力、育児放棄、虐待から

守られています。

1,208
1～3年生の子どもたち1,208人が識字プ

ログラムに参加し、読み書きの能力が向

上しました。



チャイルド・スポンサーシップは、途上国の子どもの健やかな成長のた
めに、子どもを取り巻く環境を改善する長期的な支援を行います。地域
の状況に応じて水衛生、保健、栄養、教育、生計の改善に取り組んでい
ます。

「私は目が悪く、視界が暗くてよく

見えなかったのですが、治療を受け

るお金がありませんでした。でも地域

で目の検査と適切な治療を受けること

ができるようになったので、今では日

々の生活に困ることが少なくなりまし

た」

マニシャちゃん、13歳（中央、椅子に

座っている女の子）

大きな変化がもたらされています

30
地域で30の読書クラブが新たに始まり

ました。子どもたちが放課後にも読書

ができ、読書が習慣になるよう毎週活

動しています。

432
地域住民432人が子どもの保護について

学びました。地域のおとなが、虐待を

どこに報告すればよいのか、子どもの

保護のために必要なサービスや情報を

どのように得られるのかを知ること

で、子どもたちの安全が守られ、保護

されるようになります。

020747



「ちゃんと学校に
通うようになりました」

「ぼくは、勉強の大切さをよく理解していませんでした」と、11歳のビレン

ドラくんは言います。「学校に行く代わりに、森で羊飼いをしたり、友達と

遊んだりして過ごしていました」

ワールド・ビジョンの活動によって、ビレンドラくんの住む地域でライ

フ・スキル研修が実施されると、彼の考えは徐々に変化しました。「自分た

ちの権利について学んで、教育の大切さも知ることができました」とビレン

ドラくん。「バッグやペン、辞書も支援してもらえました」

「今では、ちゃんと学校に通っていて、ほかの仲間たちにも学校に行くよう

に勧めています。ぼくは、勉強や遊び、家事の手伝いの時間をうまく管理で

きるようにもなりました」



お問い合わせ

特定非営利活動法人　ワールド・ビジョン・ジャパン

TEL：03-5334-5351

Eメール：dservice@worldvision.or.jp

​

ホームページ：www.worldvision.jp

ご支援により、子どもたちを
取り巻く環境が改善されています




